
国
会
事
項

人
事
異
動

平成™›年™月™ 日 水曜日 第œ�› 号官 報
一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

と
指
定
の
目
的

次
に
掲
げ
る
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千

八
百
五
号
（
一
、
三
及
び
四
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
六

百
八
十
六
号

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

変
更
後
の
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に

植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び
町
役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

源
太
沢
の
沢
（
６
）

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
四
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岩
手
県
釜
石
市

源
太
沢
町
一
丁
目

一
〇
七
番
四

一
号
、
二
号
及
び
十
二
号
か
ら
十
四

号
ま
で

大
字
釜
石
第
一
二
地
割

一
〇
九
番
一

三
号
か
ら
六
号
ま
で

一
〇
九
番
四

七
号
か
ら
十
一
号
ま
で

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

花
露
辺
の
沢
（
２
）

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
四
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
町
字
花
露
辺

六
一
番
一

一
号
及
び
二
号

六
八
番
一

三
号
か
ら
七
号
ま
で

六
四
番
四

八
号
及
び
九
号

六
四
番
一

十
号
か
ら
十
四
号
ま
で

〇
最
高
裁
判
所
告
示
第
一
号

最
高
裁
判
所
判
事
那
須
弘
平
の
退
官
に
伴
う
最
高
裁
判

所
の
裁
判
官
た
る
皇
室
会
議
の
議
員
の
補
欠
者
は
、
平
成

二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
互
選
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決

定
し
た
。最

高
裁
判
所
判
事

田
原

睦
夫

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
最
高
裁
判
所
告
示
第
二
号

最
高
裁
判
所
判
事
田
原
睦
夫
の
皇
室
会
議
の
議
員
就
任

に
伴
う
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
る
皇
室
会
議
の
議
員
の

予
備
議
員
の
補
欠
者
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日

互
選
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

最
高
裁
判
所
判
事

櫻
井

龍
子

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

吉
政
沢
支
流

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱

二
十
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と

標
柱
二
十
八
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区

域

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野

字
吉
政

六
四
一
番
一
三

一
号

六
〇
八
番

二
号
か
ら
二
十
七
号
ま
で

字
柳
原

五
六
六
番
一

二
十
八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

鳥
谷
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十

七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十

七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町
大
字
沼
宮
内
第
二
十
八
地
割

二
三
番
一
地
先
道
路
敷

一
号
、
三
号
、
十
四
号
、

二
十
七
号
、
二
十
八
号
及

び
三
十
四
号

二
一
番
四

二
号

二
二
番
三

四
号

二
二
番
一

五
号

二
四
番
一

六
号
か
ら
十
号
ま
で

二
九
番
四

十
一
号

二
四
番
一
地
先
水
路
敷

十
二
号
、
二
十
九
号
か
ら

三
十
一
号
ま
で

二
七
番
五

十
三
号
及
び
十
五
号

二
七
番
三

十
六
号

二
七
番
一

十
七
号
及
び
十
八
号

一
六
番
二
五

十
九
号
及
び
二
十
号
、
二

十
二
号
か
ら
二
十
四
号
ま

で

一
六
番
二
五
地
先
水
路
敷

二
十
一
号

二
九
番
二

二
十
五
号
及
び
二
十
六
号

三
〇
番
三

三
十
二
号
及
び
三
十
三
号

二
三
番
一

三
十
五
号
か
ら
三
十
七
号

ま
で

〇
防
衛
省
告
示
第
五
十
号

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
大
村
飛
行
場
に
係
る
第
一
種
区
域
を
次
の
と
お
り

指
定
し
た
の
で
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二

十
八
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

防
衛
大
臣

田
中

Æ
紀

第
一
種
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域

次
に
示
す
区
域
の
う
ち
佐
世
保
防
衛
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
図
面
に
大
村
飛
行
場
に
係
る
第
一
種

区
域
と
し
て
示
す
部
分

長
崎
県
大
村
市
古
賀
島
町
、
森
園
町
、
今
津
町
及
び
富

の
原
一
丁
目

備
考

右
に
掲
げ
る
区
域
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

九
日
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
五
十
一
号

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）
第
十

二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
防
衛
施
設
庁
告
示

第
十
二
号
（
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
衛
施

設
庁
長
官
の
指
定
す
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
件
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
同
令
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日

防
衛
大
臣

田
中

Æ
紀

第
一
号
中
「
催
し
」
の
下
に
「
そ
の
他
防
災
に
関
す
る

活
動
」
を
加
え
る
。

衆

議

院

質
問
書
提
出

二
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
産
原
油
の
禁
輸
及
び
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
危

機
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
馳
浩
提
出
）

特
定
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
会
見
出
席
拒
否
に
関
す
る

質
問
主
意
書
（
馳
浩
提
出
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

二
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

「
国
防
の
基
本
方
針
」改
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
佐

藤
正
久
提
出
）（
第
四
一
号
）

質
問
主
意
書
転
送

二
月
二
十
七
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。情

報
公
開
法
改
正
案
及
び
不
開
示
情
報
の
実
態
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
水
野
賢
一
提
出
）（
第
三
五
号
）

放
射
性
物
質
の
拡
散
対
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

（
川
田
龍
平
提
出
）（
第
三
六
号
）

外
国
人
土
地
法
に
替
わ
る
新
た
な
法
整
備
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
三
七
号
）

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
測
定
結
果
の
総
点
検
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
浜
田
昌
良
提
出
）（
第
三
八
号
）

ヨ
ー
ネ
病
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
紙
智
子
提
出
）

（
第
三
九
号
）

自
由
権
規
約
委
員
会
に
対
す
る
日
本
政
府
の
第
六
回
定

期
報
告
の
提
出
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福
島
み
ず
ほ

提
出
）（
第
四
〇
号
）

内

閣

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

古
川

元
久

財
務
大
臣
安
住
淳
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
に

指
定
す
る
（
二
月
二
十
五
日
）
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